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【誤訳訂正１】
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【訂正の内容】
【００３１】
　さらに、フィルタを構成する際には、フィルタ動作中に補間が行われることを考慮しな
ければならない。ターゲット画像内のピクセルはソース画像内のピクセルと同じラスタに
配置されているとは限らないので、ソース画像の所定のピクセルをつねにターゲット画像
の所定のピクセルにマッピングすることができるわけではない。むしろソース画像の仮想
ピクセルをターゲット画像のピクセルにマッピングしなければならない。その際、ソース
画像の仮想ピクセルはソース画像の実際に検出された２つのピクセルの間にあるものとし
てよい。これらの仮想ピクセルを得るには、補間が必要である。それゆえ、今の実施例で
は、それぞれ３つの部分フィルタからなる複数のセットが形成され、これらのセットを用
いてそれぞれ異なる補間ステップが行われる。
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